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1. はじめに 

日本の河川水質は，工場などの排水規制や下水道の

整備により，一時代に比べかなり改善されてきた．し

かし，近年の都市河川においては，都市化や道路整備

による不浸透性地盤の増加により，降雨時に河川水が

短時間に増加し大量の汚濁物質が流出したり，路面や

屋根面を洗い流した高負荷の雨水が河川等に流入する

ことが問題となっている．一方，寝屋川上流域では，

地域住民の要望で水と触れ合える親水空間の整備が進

んでおり，水質改善の観点からもこの降雨時の汚濁負

荷流出特性の把握は非常に重要な課題である． 

そこで本研究では，河川における降雨時の汚濁負荷

流出特性の把握を主な目的とし，大阪府北東部の寝屋

川上流域を対象とし，調査を実施した． 

2. 調査方法 

2.1 降雨時調査地点 

 調査対象は大阪府北東部の寝屋川市に源流をもつ，

寝屋川の上流域である．降雨時調査地点には，図 1 中

の No.4(高専前)に示す，国道 170 号線の安全橋から下

流約 400ｍの地点を選定した．  

2.2 晴天時調査地点 

晴天時調査では，当河川の自然の浄化能の把握を目

的とした．調査地点は，図 1中の No.1(寺山橋)，No.2(打

上橋)，No.3(安全橋)，No.4(高専前)の 4 点とし，No.1

～2，No.3～4は，それぞれ大規模な水の流出入がない

区間で，前者を区間 1，後者を区間 2とする．区間 1 

 
  図 1 調査地点概略図 

は大部分で河床がコンクリート，植生は少なく，区間

2 では全区間で河床が土砂，植生は大量に繁茂してい

た． 

2.2 調査項目 

溶存酸素(DO)，pH，電気伝導度(EC)，硝酸態窒素

(NO3
--N)，亜硝酸態窒素(NO2

--N)，リン酸態リン(PO4
3--P)，

BOD，浮遊物質(SS)，全窒素(T-N)，流量 

2.3 調査概要 

晴天時も含めた経日的な水質変化を把握するため，

2007年 10～12月にかけてNo.4(高専前)において毎日 1

回の連日調査を実施した．降雨時の調査は，2008年 11

月 6～10日(降雨時調査 1)，2009年 1月 21～22日(降雨

時調査 2)，2009年 6月 29日～7月 3日(降雨時調査 3) (梅

雨期)の 3回の調査を行い，それぞれの調査中で合計 5

～10回採水を実施した．また，晴天時調査は 2009年 5

月 26日および 2009年 6月 9日に行った． 

 

3. 結果および考察 

3.1 降雨時の電気伝導度の推移 

 図 2 は No.4(高専前)での連日調査における電気伝導

度の推移を示している．降雨時に，電気伝導度が著し

く低下していることが分かる．降雨により流量が増加

するとイオン態物質が流出するのではないかと考えら

れる． 
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図 2 連日調査での電気伝導度の推移（200７年 10～12 月） 
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3.2 降雨時の流量，BOD，NO3
--N などの関係  

図 3は，2008年 11月 6～10日の降雨時調査 1の流

量，BOD，NO3
--N，降水量の関係を示している．  

 NO3
--N濃度は，降雨開始時には高い状態(約1.7 mg/L)

にあるものの，降雨により流量が増加すると濃度が低

下していることがわかる．降雨で流量が増加すること

によって，イオン態物質が流出するという前述の考察

を支持していると言える． 

BOD濃度は，流量がピークを迎えた際に最大値にな

っている．流量が増加し，底質の巻上げ等により，河

川に高い負荷を与えたと考えられる． 
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図3 降雨時調査での降水量，流量，BOD，NO3
―-Nの関係

(2009 年 11 月 6～10 日)(降雨時調査 1) 

 

3.3 累積流量 Q と累積負荷量 Lによる回帰式の算出 

梅雨期の降雨時調査 3では，まとまった降雨が 3回

あり，降雨時調査 1，2と併せて合計 5回の降雨により，

降雨時の累積流量Qと各水質項目の累積負荷量 Lの回

帰式を算出した．回帰式には，L = a・Q + b 1)または L = 

a・Qbの形式 2,3) (a, bは係数)が用いられるが，本研究で

は後者を用いた．なお，既往の研究では L, Qを流域面

積 Aで除して用いているが，本研究では Aで除さずに

用いた． 

 図 4は累積流量 Qと累積 NO3
--N負荷量 Lの関係と

回帰式を表したものである．両対数軸の累乗近似で，

相関係数 r = 0.955と相関の高い回帰式が得られた．そ

の他の水質項目でも累積流量・負荷量の間で，ある程

度相関のある回帰式が得られた．各水質項目での回帰

式の係数 a, b, 相関係数 rを表１に示す．SSの回帰式の

係数 bは，既往の研究では値が 1より大きい．本研究

でも 2以上と他の水質項目に比べて大きく，巻き上げ

などの影響によるものではないかと考えられる． 
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図4 累積流量Qと累積NO3

--N負荷量Lの関係と回帰式 

 

表１ 各水質項目での回帰式の係数 a, b, 相関係数 r 

   a b
相関係数
r

BOD 0.0879 0.692 0.889

NO3
--N 0.0699 0.618 0.955

SS 0.4-6 2.077 0.746
T-N 0.0093 0.956 0.997

PO4
--P 0.2-7 1.762 0.973

 

3.4 晴天時調査における区間 1, 2 での浄化能 

浄化能を把握するための晴天時調査では，区間 1(コ

ンクリート河床)に比して区間 2(自然河床)の方が濃度

の減少量が大きく，（BOD：3～5割，NO3
--N：3～4割，

T-N：3～5 割）自然河床の方が浄化能があると考えら

れる． 

4. まとめ 

(1) 降雨時に流量が増加することにより，イオン態物質

が洗い流されると考えられる． 

(2) 河川水中の NO3
--N 濃度がある程度高濃度(4 や 1.7 

mg/L 程度)であった場合，降雨時には NO3
--N 濃度

が減少する．  

(3) BOD濃度は流量のピーク時に最大となる．  

(4) 累積流量と各水質項目の累積負荷量の間で回帰式

を求めた結果，NO3
--N, PO4

３--P, BODなどの項目で

相関のある回帰式が得られた。 

(5) 自然河床区間 (区間 2)の方が，BOD，NO3
--N，T-N

の減少量が大きい傾向にあった． 
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